
(57)【要約】

【課題】突き出し機構と金型とのクリアランス部にバリ

が発生した場合、光学素子を光ピックアップ装置等に取

り付ける際に取り付け面に対して、バリの影響で傾きが

生じ、取付け不具合となる可能性がある。

【解決手段】インサート金型（１、２）は光学転写面と

、光学転写面から連続したストレート部を設けた一体構

造であり、各々のインサート金型のストレート部は摺動

側金型（３ａ）と固定側金型（３ｂ）の合わせ面（５）

より後退させた所定の位置となるように配置し、光学素

子（１０）のいずれか一方の面の成形面の外周部に切り

欠き形状（６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄ）を形成し、金型か

ら光学素子成形品を離型させて光学素子を得る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
摺 動 可 能 な 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 と 、 摺 動 し な い 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 と 、 前 記 可 動 側 イ
ン サ ー ト 金 型 を 保 持 し 、 光 学 素 子 外 径 の 一 部 を 形 成 す る た め の 可 動 側 金 型 と 、 前 記 固 定 側
イ ン サ ー ト 金 型 を 保 持 し 、 光 学 素 子 外 径 の 一 部 を 形 成 す る た め の 固 定 側 金 型 と を 備 え た 成
形 金 型 で あ っ て 、 イ ン サ ー ト 金 型 は 光 学 転 写 面 と 、 前 記 光 学 転 写 面 か ら 連 続 し た ス ト レ ー
ト 部 を 設 け た 一 体 構 造 で あ り 、 各 々 の イ ン サ ー ト 金 型 の 前 記 ス ト レ ー ト 部 は 前 記 摺 動 側 金
型 と 前 記 固 定 側 金 型 の 合 わ せ 面 よ り 後 退 さ せ た 所 定 の 位 置 と な る よ う に 配 置 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 光 学 素 子 用 成 形 金 型 。
【 請 求 項 ２ 】
摺 動 可 能 な 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 と 、 摺 動 し な い 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 と 、 前 記 可 動 側 イ
ン サ ー ト 金 型 を 保 持 し 、 光 学 素 子 外 径 の 一 部 を 形 成 す る た め の 可 動 側 金 型 と 、 前 記 固 定 側
イ ン サ ー ト 金 型 を 保 持 し 、 光 学 素 子 外 径 の 一 部 を 形 成 す る た め の 固 定 側 金 型 と を 備 え た 成
形 金 型 で あ っ て 、 光 学 素 子 の 曲 率 半 径 の 小 さ い 方 の 面 を 形 成 す る イ ン サ ー ト 金 型 が 固 定 側
と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 光 学 素 子 用 成 形 金 型 。
【 請 求 項 ３ 】
摺 動 可 能 な 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 と 摺 動 し な い 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 と 、 前 記 可 動 側 イ ン
サ ー ト 金 型 を 保 持 し 、 光 学 素 子 外 径 の 一 部 を 形 成 す る た め の 可 動 側 金 型 と 、 前 記 固 定 側 イ
ン サ ー ト 金 型 を 保 持 し 、 光 学 素 子 外 径 の 一 部 を 形 成 す る た め の 固 定 側 金 型 と を 備 え た 成 形
金 型 で あ っ て 、 前 記 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 の 材 料 の 線 膨 張 係 数 α １ と 前 記 可 動 側 金 型 の 材
料 の 線 膨 張 係 数 α ２ の 関 係 が 、 α １ ≧ α ２ で あ り 、 前 記 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 の 材 料 の 線
膨 張 係 数 α ３ と 、 前 記 固 定 側 金 型 の 材 料 の 線 膨 張 係 数 α ４ の 関 係 が 、 α ３ ≧ α ４ で あ る こ
と を 特 徴 と す る 光 学 素 子 用 成 形 金 型 。
【 請 求 項 ４ 】
摺 動 可 能 な 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 と 、 摺 動 し な い 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 と 、 前 記 可 動 側 イ
ン サ ー ト 金 型 を 保 持 し 、 光 学 素 子 外 径 の 一 部 を 形 成 す る た め の 可 動 側 金 型 と 、 前 記 固 定 側
イ ン サ ー ト 金 型 を 保 持 し 、 光 学 素 子 外 径 の 一 部 を 形 成 す る た め の 固 定 側 金 型 と を 備 え た 成
形 金 型 に 溶 融 樹 脂 を 射 出 し 、 前 記 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 か あ る い は 前 記 固 定 側 イ ン サ ー ト
で 成 形 さ れ る 光 学 素 子 の い ず れ か 一 方 の 面 の 成 形 面 の 外 周 部 に 切 り 欠 き 形 状 を 形 成 し 、 金
型 か ら 光 学 素 子 成 形 品 を 離 型 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 光 学 素 子 の 成 形 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 光 学 素 子 用 成 形 金 型 を 用 い 、 請 求 項 ４ に 記 載
の 光 学 素 子 の 成 形 方 法 に よ り 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 光 学 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 Ｄ Ｖ Ｄ 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 用 の 光 記 録 装 置 な ど の 光 ヘ ッ ド に 用 い ら れ る 光 学 素 子
等 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 光 学 素 子 と し て は プ ラ ス チ ッ ク レ ン ズ や 、 光 デ ィ ス ク 等 の 光 学 記 録 装 置 用 ピ ッ ク ア
ッ プ レ ン ズ 、 Ｃ Ｄ （ コ ン パ ク ト デ ィ ス ク ） ま た は Ｄ Ｖ Ｄ で 知 ら れ て い る よ う に 、 音 楽 情 報
、 映 像 情 報 の 蓄 積 ま た は コ ン ピ ュ ー タ デ ー タ の 保 存 装 置 用 ピ ッ ク ア ッ プ レ ン ズ 等 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
以 上 の よ う な レ ン ズ の 製 造 方 法 と し て は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 成 形 品 を 離 型 さ せ る 突 き 出
し 機 構 を 備 え る 金 型 ２ ０ と 、 突 き 出 し 機 構 を 備 え な い 金 型 ２ １ と で 形 成 さ れ る 型 内 に 、 金
型 の 樹 脂 注 入 流 路 で あ る ス プ ル 、 ラ ン ナ ー を 通 っ て ゲ ー ト か ら か ら 樹 脂 を 射 出 し 、 こ の 後
に 型 開 き を 行 い 、 突 き 出 し 機 構 を 作 動 さ せ て 光 学 機 能 部 の 外 周 に フ ラ ン ジ 部 を 有 す る プ ラ
ス チ ッ ク レ ン ズ の 成 形 品 を 付 き だ し 離 型 さ せ る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ）
。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ ０ ６ ５ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の よ う な 金 型 で 成 形 し た 光 学 素 子 に は 、 突 き 出 し 機 構 を 備 え る 金 型 の ク リ ア ラ ン ス 部 に
バ リ が 発 生 し た 場 合 、 光 学 素 子 を 光 ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 等 に 取 り 付 け る 際 に 取 り 付 け 面 に 対
し て 、 バ リ の 影 響 で 傾 き が 生 じ 、 取 付 け 不 具 合 と な る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 該 ピ ッ ク ア ッ
プ 装 置 の レ ン ズ ホ ル ダ ー と の 接 着 に お い て 、 接 着 不 良 と な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み 、 成 形 後 の 光 学 素 子 に お い て 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 等 に 取 り 付
け る 際 の 取 り 付 け 面 と 接 触 す る 面 に バ リ 等 の な い 、 光 学 性 能 に 優 れ た 光 学 素 子 を 提 供 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に 係 る 光 学 素 子 用 成 形 金 型 は 、 摺 動 可 能 な 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 と 、 摺 動 し な い 固
定 側 イ ン サ ー ト 金 型 と 前 記 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 を 保 持 し 、 光 学 素 子 外 径 の 一 部 を 形 成 す
る た め の 可 動 側 金 型 と 、 前 記 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 を 保 持 し 、 光 学 素 子 外 径 の 一 部 を 形 成
す る た め の 固 定 側 金 型 と か ら な る 成 形 金 型 で あ っ て 、 イ ン サ ー ト 金 型 は 光 学 転 写 面 と 、 前
記 光 学 転 写 面 か ら 連 続 し た ス ト レ ー ト 部 を 設 け た 一 体 構 造 で あ り 、 各 々 の イ ン サ ー ト 金 型
の 前 記 ス ト レ ー ト 部 は 前 記 摺 動 側 金 型 と 前 記 固 定 側 金 型 の 合 わ せ 面 よ り 後 退 さ せ た 所 定 の
位 置 と な る よ う に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 光 学 素 子 用 成 形 金 型 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 の 光 学 素 子 用 成 形 金 型 は 、 摺 動 可 能 な 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 と 、 摺 動 し な い
固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 と 前 記 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 を 保 持 し 、 光 学 素 子 外 径 の 一 部 を 形 成
す る た め の 可 動 側 金 型 と 、 前 記 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 を 保 持 し 、 光 学 素 子 外 径 の 一 部 を 形
成 す る た め の 固 定 側 金 型 と か ら な る 成 形 金 型 で あ っ て 、 光 学 素 子 の 曲 率 半 径 の 小 さ い 方 の
面 を 形 成 す る イ ン サ ー ト 金 型 を 固 定 側 と し た こ と を 特 徴 と す る 光 学 素 子 用 成 形 金 型 で あ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 の 光 学 素 子 用 成 形 金 型 は 、 摺 動 可 能 な 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 と 摺 動 し な い 固
定 側 イ ン サ ー ト 金 型 と 前 記 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 を 保 持 し 、 光 学 素 子 外 径 の 一 部 を 形 成 す
る た め の 可 動 側 金 型 と 、 前 記 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 を 保 持 し 、 光 学 素 子 外 径 の 一 部 を 形 成
す る た め の 固 定 側 金 型 と か ら な る 成 形 金 型 で あ っ て 、 前 記 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 の 材 料 の
線 膨 張 係 数 α １ と 前 記 可 動 側 金 型 の 材 料 の 線 膨 張 係 数 α ２ の 関 係 が 、 α １ ≧ α ２ で あ り 、
前 記 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 の 材 料 の 線 膨 張 係 数 α ３ と 、 前 記 固 定 側 金 型 の 材 料 の 線 膨 張 係
数 α ４ の 関 係 が 、 α ３ ≧ α ４ で あ る こ と を 特 徴 と す る 光 学 素 子 用 成 形 金 型 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 の 光 学 素 子 の 成 形 方 法 は 、 摺 動 可 能 な 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 と 摺 動 し な い 固
定 側 イ ン サ ー ト 金 型 と 前 記 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 を 保 持 し 、 光 学 素 子 外 径 の 一 部 を 形 成 す
る た め の 可 動 側 金 型 と 、 前 記 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 を 保 持 し 、 光 学 素 子 外 径 の 一 部 を 形 成
す る た め の 固 定 側 金 型 と か ら な る 成 形 金 型 に 溶 融 樹 脂 を 射 出 し 、 前 記 可 動 側 イ ン サ ー ト 金
型 か あ る い は 前 記 固 定 側 イ ン サ ー ト で 成 形 さ れ る 光 学 素 子 の い ず れ か 一 方 の 面 の 成 形 面 の
外 周 部 に 切 り 欠 き 形 状 を 形 成 し 、 金 型 か ら 光 学 素 子 成 形 品 を 離 型 さ せ た こ と を 特 徴 と す る
光 学 素 子 の 成 形 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 光 学 素 子 用 成 形 金 型 及 び 光 学 素 子 の 成 形 方 法 並 び に 光 学 素 子 に つ い て 図 面
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を 参 照 し つ つ さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ は 金 型 の 構 成 を 示 す 断
面 図 で あ る 。 摺 動 可 能 な 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 １ と 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 １ を 保 持 す る 可
動 側 金 型 ３ ａ 、 摺 動 し な い 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 ２ と 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 ２ を 保 持 す る
固 定 側 金 型 ３ ｂ で 囲 ま れ る 空 間 に 、 ゲ ー ト 部 ４ か ら 溶 融 樹 脂 を 充 填 し て 、 光 学 素 子 １ ０ を
成 形 す る 。 パ ー テ ィ ン グ 面 ５ は 可 動 側 金 型 ３ ａ と 固 定 側 金 型 ３ ｂ が 当 接 す る 面 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
可 動 側 金 型 ３ ａ に は 光 学 素 子 １ ０ の 外 径 部 分 ７ と 、 切 り 欠 き 部 ６ ｃ 、 切 り 欠 き 部 ６ ｄ が 、
固 定 側 金 型 ３ ｂ に は 、 切 り 欠 き 部 ６ ａ 、 切 り 欠 き 部 ６ ｂ が 配 置 さ れ た 構 成 と な っ て い る 。
可 動 側 金 型 ３ ａ は 、 光 学 素 子 １ ０ の 最 外 径 部 の 形 状 を 構 成 し て お り 、 固 定 側 金 型 ３ ｂ は 光
学 素 子 外 径 部 の 切 り 欠 き 部 の 形 状 を 構 成 し て い る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の イ
ン サ ー ト 金 型 は 光 学 素 子 転 写 面 と 転 写 面 か ら 連 続 し た ス ト レ ー ト 部 を 設 け た 一 体 構 造 で あ
り 、 各 イ ン サ ー ト 金 型 の ス ト レ ー ト 部 は パ ー テ ィ ン グ 面 ５ よ り 後 退 さ せ た 所 定 の 位 置 に 配
置 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
以 上 の 構 成 を 有 す る 金 型 に 溶 融 樹 脂 を 射 出 成 形 し て 得 ら れ る 光 学 素 子 は 、 可 動 側 金 型 ３ ａ
、 固 定 側 金 型 ３ ｂ を 開 い た 後 、 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 １ を 前 進 さ せ て 光 学 素 子 を 可 動 側 金
型 ３ ａ か ら 離 型 さ せ て 取 り 出 す 。 そ の 後 、 ゲ ー ト 部 ４ を カ ッ ト し て 光 学 素 子 １ ０ が 得 ら れ
る 。 図 ３ に 本 実 施 の 形 態 の 成 形 金 型 で 成 形 し て え ら れ た 光 学 素 子 の 断 面 図 を 示 す 。 図 ３ に
お い て 、 ９ は 光 学 有 効 面 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ に 本 実 施 の 形 態 に お け る 光 学 素 子 用 成 形 金 型 の 詳 細 図 を 示 す 。 図 ２ は 図 １ に お け る 点
線 の 位 置 ま で の 金 型 の 図 で あ る 。 本 成 形 に お い て 得 ら れ た 光 学 素 子 の 中 心 厚 み Ｈ を 所 定 の
寸 法 に 調 整 す る 際 に は 、 イ ン サ ー ト の 裏 面 を 加 工 す る か 、 あ る い は ス ペ ー サ を 入 れ て 調 整
を す る 。 調 整 代 は 図 ２ に 示 す よ う に 、 調 整 代 ８ ａ 、 調 整 代 ８ ｂ の 範 囲 内 で 行 う 。 こ の と き
、 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 １ の 位 置 Ｘ が 厚 み 調 整 代 ８ ａ の 範 囲 内 を 超 え な い よ う に す る 。 ま
た 、 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 ２ の 位 置 Ｙ が 、 厚 み 調 整 代 ８ ｂ の 範 囲 内 を 超 え な い よ う に す る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
レ ン ズ 厚 み 調 整 代 を 超 え る 位 置 に イ ン サ ー ト が 配 置 さ れ た 状 態 で 成 形 し て 得 た 光 学 素 子 は
、 図 ３ に 示 す 光 学 素 子 断 面 の コ バ 部 厚 み 寸 法 Ｋ が 大 き く な り 、 光 デ ィ ス ク 装 置 等 の ピ ッ ク
ア ッ プ レ ン ズ 性 能 に 影 響 が で る 可 能 性 が あ る 。 従 っ て 、 金 型 設 計 に お い て は 、 レ ン ズ 厚 み
調 整 代 を 考 慮 し 、 調 整 代 ８ ａ 、 調 整 代 ８ ｂ の 寸 法 を 決 定 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 金 型 で は 、 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 な ら び に 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 の
光 学 素 子 転 写 面 と 転 写 面 か ら 連 続 し た ス ト レ ー ト 部 を 設 け た 一 体 構 造 で あ る た め 、 本 実 施
の 形 態 の 金 型 で 射 出 成 形 し て 得 ら れ た 光 学 素 子 の 光 学 素 子 転 写 面 と 、 転 写 面 か ら 連 続 し た
ス ト レ ー ト 部 に は バ リ 等 の な い 光 学 素 子 が 得 ら れ た 。 合 わ せ 面 よ り 後 退 し た 位 置 で あ る た
め に 、 外 周 面 に 切 り 欠 き が で き 、 レ ン ズ 組 み 立 て 時 に レ ン ズ ホ ル ダ ー の レ ン ズ 当 た り 部 に
凹 部 等 の 逃 が し 部 を 設 け る 必 要 が 無 く な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 実 施 の 形 態 の 金 型 で 射 出 成 形 し て 得 ら れ る 光 学 素 子 は 、 光 デ ィ ス ク 装 置 等 に 搭 載 さ れ る
ピ ッ ク ア プ レ ン ズ の 組 立 の 際 に も 、 レ ン ズ ホ ル ダ ー と 光 学 素 子 と の 接 着 の 際 に も バ リ 等 の
影 響 が な く 、 組 立 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
図 ４ は 本 実 施 の 形 態 の 基 本 的 な 構 造 で あ り 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で あ る 。 図 ４ （ ａ ） は 本
実 施 の 形 態 に お け る 金 型 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 点 線 ま で の 断 面 図 を 示 す 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 １ と 可 動 側 金 型 ３ ａ 、 固 定 側 イ ン サ ー ト ２
と 固 定 側 金 型 ３ ｂ で 囲 ま れ る 空 間 に 、 ゲ ー ト 部 ４ か ら 溶 融 樹 脂 を 充 填 し て 、 光 学 素 子 を 成
形 す る 。 パ ー テ ィ ン グ 面 ５ は 可 動 側 金 型 ３ ａ と 固 定 側 金 型 ３ ｂ が 当 接 す る 面 で あ る 。 可 動
側 金 型 ３ ａ に は 光 学 素 子 の 外 径 部 分 ７ と 、 切 り 欠 き 部 ６ ｃ 、 ６ ｄ が 、 固 定 側 金 型 ３ ｂ は 、
切 り 欠 き 部 ６ ａ 、 ６ ｂ が 配 置 さ れ た 構 成 と な っ て い る 。 以 上 の 構 成 を 有 す る 金 型 に お い て
、 本 実 施 の 形 態 に お け る 成 形 金 型 は 、 図 ３ に 示 す よ う な 両 凸 形 状 の 光 学 素 子 を 射 出 成 形 で
得 る 場 合 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 光 学 素 子 の 光 学 有 効 面 の 曲 率 の 小 さ い 方 の 面 （ Ｒ １ ） を 形
成 す る イ ン サ ー ト 金 型 を 固 定 側 と し 、 も う 一 方 の 光 学 有 効 面 （ Ｒ ２ ） を 形 成 す る イ ン サ ー
ト 金 型 を 可 動 側 と し て 配 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 の 構 成 を 有 す る 金 型 に 溶 融 樹 脂 を 射 出 成 形 し て 得 ら れ る 光 学 素 子 は 可 動 側 金 型 ３ ａ 、
固 定 側 金 型 ３ ｂ を 開 い た 後 、 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 １ を 前 進 さ せ て 光 学 素 子 １ ０ を 可 動 側
金 型 ３ ａ か ら 離 型 さ せ て 取 り 出 す 。 そ の 後 ゲ ー ト 部 ４ を カ ッ ト し て 光 学 素 子 が 得 ら れ る 。
光 学 素 子 の 光 学 有 効 面 の 曲 率 の 小 さ い 方 の 面 は 、 成 形 収 縮 量 が 大 き く 、 ま た 、 光 学 素 子 形
状 全 体 の 精 度 を 決 定 す る 重 要 な 箇 所 で あ る た め 、 成 形 途 中 に で き る 限 り 温 度 分 布 の 発 生 し
な い 状 況 に し て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
成 形 金 型 に お い て 、 可 動 側 イ ン サ ー ト は 、 型 開 き 毎 に イ ン サ ー ト 金 型 が 摺 動 す る た め 、 イ
ン サ ー ト 金 型 に 温 度 分 布 が 発 生 し 易 い 。 従 っ て 、 光 学 素 子 の 光 学 有 効 面 の 曲 率 の 小 さ い 方
の 面 を 固 定 側 イ ン サ ー ト と す る こ と に よ り 、 光 学 素 子 の 性 能 を 良 好 に し 、 量 産 時 に 安 定 し
た 製 造 が 保 証 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 光 学 素 子 に 回 折 面 を 付 与 し た 形 状 の 場 合 、 イ ン サ ー ト 金 型 の 光 学 転 写 面 ２ ａ の 仕 上
げ 加 工 は め っ き 面 に 対 し て 切 削 加 工 を 行 う こ と が 多 い 。 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 め っ き
膜 （ 斜 線 部 ） は イ ン サ ー ト 金 型 の 光 学 転 写 面 か ら 外 周 部 １ １ に か け て 成 膜 す る 。 こ う い っ
た 金 型 構 成 の 場 合 に は 、 切 削 加 工 し た イ ン サ ー ト 金 型 を 可 動 側 に す る と 、 摺 動 に よ り め っ
き 膜 が 剥 が れ や す く な り 、 金 型 寿 命 が 短 く な る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 剥 が れ た め っ き 膜 が
光 学 転 写 面 に 入 り 込 ん だ 状 態 で 射 出 成 形 さ れ 、 光 学 転 写 面 に 傷 を 付 け た り 、 光 学 素 子 の 性
能 を 劣 化 さ せ た り す る こ と に な る 。 切 削 加 工 し た イ ン サ ー ト を 固 定 側 と す る こ と に よ り 、
以 上 の よ う な 不 良 の 発 生 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 実 施 の 形 態 ３ ）
基 本 的 な 構 造 は 図 １ に 示 す 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 １ と 可 動 側 金 型 ３ ａ 、 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 ２ と 固 定 側 金 型 ３ ｂ で
囲 ま れ る 空 間 に 、 ゲ ー ト 部 ４ か ら 溶 融 樹 脂 を 充 填 し て 、 光 学 素 子 を 成 形 す る 。 パ ー テ ィ ン
グ 面 ５ は 金 型 ３ ａ と ３ ｂ が 当 接 す る 面 で あ る 。 可 動 側 金 型 ３ ａ に は 光 学 素 子 の 外 径 部 分 ７
と 、 切 り 欠 き 部 ６ ｃ 、 ６ ｄ が 、 固 定 側 金 型 ３ ｂ は 、 切 り 欠 き 部 ６ ａ 、 切 り 欠 け ６ ｂ が 配 置
さ れ た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 構 成 の 金 型 の 、 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 １ と 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 ２ の 材 料 は 各 々 の 線 膨
張 係 数 α １ 、 α ３ が １ ６ × １ ０ － ６ で あ る Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ （ ス テ ン レ ス 鋼 ） と し 、 可 動 側 金
型 ３ ａ と 固 定 側 金 型 ３ ｂ の 各 々 の 材 料 の 線 膨 張 係 数 α ２ 、 α ４ が １ １ ． ５ × １ ０ － ６ で あ
る Ｈ Ｐ Ｍ ３ ８ （ プ リ ハ ー ド ン 鋼 ） を 使 用 し た 。 イ ン サ ー ト 金 型 の 外 径 は φ ５ 、 イ ン サ ー ト
金 型 と 可 動 側 金 型 及 び 固 定 側 金 型 の ク リ ア ラ ン ス を ５ μ ｍ と し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 の 構 成 の 金 型 を １ ３ ０ ℃ の 温 度 に 調 整 し 、 溶 融 樹 脂 を 射 出 し て 成 形 し 、 約 ５ ０ ｓ ｅ ｃ
後 に 型 開 き を 行 い 、 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 で 突 き 出 し て 光 学 素 子 を 取 り 出 し て 、 ゲ ー ト カ
ッ ト を 行 い 、 光 学 素 子 を 得 た 。 成 形 途 中 の ク リ ア ラ ン ス は 、 前 記 の 線 膨 張 係 数 の 関 係 か ら
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、 膨 張 量 に 差 が で る た め に 、 ５ μ ｍ か ら 約 ２ μ ｍ に 減 少 し 、 可 動 側 と 固 定 側 の イ ン サ ー ト
の 同 軸 精 度 が 向 上 し た 状 態 で 成 形 さ れ る こ と に な る 。 従 っ て 、 本 成 形 金 型 に お い て 、 成 形
で 得 ら れ た 光 学 素 子 の 光 学 性 能 は 、 光 軸 ず れ が 小 さ く な り 、 性 能 に 優 れ た も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 可 動 側 イ ン サ ー ト と 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 の 線 膨 張 係 数 が 同 じ
材 質 （ ス テ ン レ ス 銅 ） の も の を 使 用 し 、 可 動 側 金 型 と 固 定 側 金 型 の 、 膨 張 係 数 が 同 じ 材 質
（ プ リ ハ ー ド ン 銅 ） の も の を 使 用 し た が 、 こ れ に 限 定 す る も の で は な い 。 可 動 側 イ ン サ ー
ト 金 型 の 材 料 の 膨 張 係 数 α １ と 可 動 側 金 型 の 材 料 の 膨 張 係 数 α ２ が α １ ≧ α ２ の 関 係 を 満
た す も の で あ れ ば よ く 、 可 動 側 イ ン サ ー ト 型 の 線 膨 張 係 数 が 可 動 側 金 型 の 線 膨 張 係 数 よ り
も 大 き い 材 質 の 金 型 と す る こ と で 、 成 形 時 の ク リ ア ラ ン ス が よ り 小 さ く な り 、 摺 動 に よ る
位 置 ず れ 誤 差 等 が な く な り 、 性 能 の 良 好 な 光 学 素 子 が 得 ら れ る 。 ま た 、 固 定 型 イ ン サ ー ト
金 型 の 材 料 の 膨 張 係 数 α ３ と 固 定 側 金 型 の 材 料 の 膨 張 係 数 α ４ の 関 係 が α ３ ≧ α ４ の も の
で あ れ ば よ く 、 摺 動 し な い た め 、 成 形 中 の ク リ ア ラ ン ス が ０ と な る よ う な 材 質 を 選 定 す る
こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 光 学 素 子 に バ リ 等 が 発 生 せ ず 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ 等
の ボ ビ ン に 光 学 素 子 を 載 置 、 接 着 等 が 容 易 に 行 え る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 光 学 素 子 の 曲 率 半 径 の 小 さ い 方 の 面 を 形 成 す る イ ン サ ー ト 金 型 を 固 定 側 と し た こ と
に よ り 、 光 学 特 性 に 優 れ た 光 学 素 子 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型 の 材 料 の 線 膨 張 係 数 α １ と 可 動 側 金 型 の 材 料 の 線 膨 張 係 数 α
２ の 関 係 が 、 α １ ≧ α ２ で あ り 、 該 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型 の 材 料 の 線 膨 張 係 数 α ３ 、 固 定
側 金 型 の 材 料 の 線 膨 張 係 数 α ４ の 関 係 が 、 α ３ ≧ α ４ で あ る 金 型 構 成 と す る こ と に よ り 、
光 軸 ず れ の な い 光 学 特 性 に 優 れ た 光 学 素 子 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 光 学 素 子 用 成 形 金 型 の 構 成 を 示 す 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 光 学 素 子 用 成 形 金 型 の 詳 細 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 光 学 素 子 用 成 形 金 型 で 成 形 し て 得 ら れ た 光 学 素 子
の 断 面 図
【 図 ４ 】 （ ａ ） ． （ ｂ ） は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 光 学 素 子 用 成 形 金 型 の 詳 細 図
【 図 ５ 】 従 来 の 成 形 金 型 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 可 動 側 イ ン サ ー ト 金 型
２ 　 固 定 側 イ ン サ ー ト 金 型
３ ａ 　 可 動 側 金 型
３ ｂ 　 固 定 側 金 型
４ 　 ゲ ー ト 部
５ 　 合 わ せ 面 （ パ ー テ ィ ン グ ）
６ ａ ～ ６ ｄ 　 切 欠 き
７ 　 外 径 部
８ ａ 、 ８ ｂ 　 厚 み 調 整 代
９ 　 光 学 有 効 面
１ ０ 　 光 学 素 子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

(7) JP 2004-291341 A 2004.10.21



フロントページの続き

(72)発明者  山田　晃久
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内
(72)発明者  桐田　紀雄
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内
Ｆターム(参考) 4F202 AH74  AJ11  AM33  AR12  CA11  CB01  CK11  CK42  CK83 

(8) JP 2004-291341 A 2004.10.21


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

